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明治5年 の 「学制」, 明治11年 の 「教育令」明

治19年 の 「学校令」 と, 日本の学校教育の近代化

が始まり, 体育において も,「1878(明 治11)年10

月, 文部省が, (中 略)ゴ 体操伝習所を設立 し,

アメリカから医学士 リ-ラ ンド(Leland, G, A,

1850～1924)を 招聰 したのを契機に, 学校体育は,

教育令のもとで本格的に整備着手」*1し, 「伝習

所の体育法選定に関す る活動は, 軽体操だけにと

どまらず, 在来武術, 歩兵体操, 戸外遊戯の点で

も学校体育に貢献 している」＊2という。この体操

伝習所では, 坪井玄道が主任教員になり, 坪井玄

道 ・田中盛業編 「戸外遊戯法一各戸外運動法」(明

治18)は, 「軽体操の選定を終えた体操伝習所が

合理的体操と相補 う自然運動として欧米書中から

選定翻訳 した学校遊戯の解説書」＊3であり, 21の

分類項目の1っ に,「 行進法」がある＊4。明治期

には, この 「戸外遊戯法」の出版年の明治18年以

降, 学校教育に於ける舞踊系の著書が97冊 ＊5, ま

た, 大正 ・昭和前期には, 167冊 ＊6確認されてい

る。

これ らの著書の著者名に着目すると, 明治期は, 

男性112対 女性3で あり, 、大正 ・昭和前期は, 171

対26で あり, 男性の割合が多く, また, 明治期に

比較すると, 大正 ・昭和前期には, 女性の割合が

増えている。

更に, 明治期の舞踊教育の特徴は, 要約すれば,

「下肢の発達」,「 律動的動作」,「 集団動作の

価値」を重視 し,「 動作 と心情」の深い関連に着

目した＊7, とされている。

続 く大正期は, 大正デモクラシーという自由な

空気を持つ時代 といわれ, 大正 ・昭和前期の舞踊

教育は,「 広く体育, 芸術思想を内外に求め, 舞

踊の進化の過程の上に本質を探 り, 論的にダンス

の特質を抽出 しようとした点」＊8に特徴を持ち,

美意識としては,「 心身観をひろげ, 優美優雅志

向の美意識を反映 して, 自由と韻律の自然運動に
ロマンティシズムをおうふつさせだ “教材 ”は,

いわゆるマーチング中心の前時代を越えている」＊9

といわれ, 更に, 「この期には, 男性の論的知見

に対する女性の感性的実践, やがて教育研究分野

か ら男性が去り, 女性のダンスへの移行を予想さ

せる, これ らの背景と問題点」＊10という指摘がう

られる。

また, 学校における舞踊教育の歩ろの中で, と

くに注目されるのは, 東京女子高等師範学校で教

鞭をとった指導者たちで, 大正 ・昭和前期におい

ては, 二階堂 トクヨ, 三浦 ヒロ, 戸倉ハルであり,

他方, 私学でも, 大正11年 に, 二階堂 トクヨが,

「二階堂塾」を創立 し, 大正13年 に, :藤村 トヨが

雑誌 「婦人と体育」を創刊 し, 女性の活躍に関す

る先行研究が見られる＊11。

では, 大正デモクラシーという自由な空気を持

っ時代に, 男性は, 舞踊教育とどのように関わっ

てきたので しょうか。既に, 大正昭和前期におけ

る日本体育会の赤間雅彦の舞踊教育に着目し, そ

の理論と実際を明らかにさせた＊12。

本研究は, 男性で, 大正・昭和前期に舞踊教育に

関する著書を持ち, 更に, 赤間雅彦と共著を持ち,

赤間同様に日本体育会に所属 していた石橋蔵五郎

に着 目した。

赤間は, 日本体育会出身で昭和4年 か ら1年 間

ドイツのベルリンを中心に遊戯論等を学んだとい

われているが, 石橋の履歴については, 現在のと

ころ不明な点が多い。 しか しなが ら, 著書に着目

すると, この期の舞踊教育に関 して7冊 ずつ持ち,

これらの著書の内容を比較検討することによらて

知見を得ることは可能であると考えた。従って,

大正 ・昭和前期における両者の舞踊教育の理念及

び方法を知り, 2人 の男性の指導者の視点及び男

子を対象とした舞踊教育に関する知見を求め, 同

時代の女性の舞踊教育の指導者との関連から同時

代の舞踊教育をより精緻に明らかにさせることを

目的とする。

1. 大正 ・昭和前期の日本体育会と舞踊教育

1)「 学校体操教授要目」等と舞踊教育

大正 ・昭和前期に関わるものとして, 文部省よ

り, 明治38年 「体操遊戯取調報告書」, 大正2年

「学校体操教授要目」, 大正2年 「学校体操教授
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要 目」の第1次 改正, 昭和11年 「学校体操教授要

目」の第2次 改正が出され, 舞踊関係で使われて

いる名称は,「 行進遊戯」,「 動作遊戯」(明38

年),「 発達動作を主 とす る遊戯」,「 行進を主

とする遊戯」(大15), 「基本練習」,「 唱歌遊

戯」,「 行進遊戯」(昭11)で あり, ここでは,

各々の対象および作品名が示されている。

2)日 本体育会の歩み

日本体育会は,「 明治24年(1891年)8月11日

東京市牛込区において日高藤吉郎主唱のもとに設

立」＊13され, 創立のねらいは, 富国強兵に占める

体育の価値を重視 し, 体育の啓蒙普及を目指」*14

すことであった。

国庫補助を受けた明治32年 から, 経営破綻にな

った大正3年 までは,「 日本体育会の準政府機関

化」＊15と呼ばれ, その後, 日本体育会が, 存続 し

た意味は, 近代国家に欠かせない国民体育を推進

する力」*16としてであるといわれている。更に,

「大正12年 以降は, 入学志願者, 採用学生数等が

年々増加 し, この時期には, 「本邦体育指導者の

大部分を体操学校の卒業生が占めるという点で新

しい使命を担う」＊17ことになり, 日本体育会体操

学校の指導内容は, 体育界に大きな影響力を持っ

ていたと考えられる。

3)日 本体育会の舞踊教育の指導者とその周辺

舞踊教育関係の著書 ・編書から, 日本体育会体

操専門学校教授石橋蔵五郎及 び赤 間雅彦の共著

者 ・共編者をあげると, 津崎亥九生, 内堀武夫,

寺岡英吉, 乙訓鯛助, 宮原義見, 可児徳 坪井玄

道等の名前がろられる。

2. 大正 ・昭和初期の石橋蔵五郎と赤間雅彦の舞

踊教育の比較

1)著 書

石橋蔵五郎及び赤間雅彦の大正 ・昭和初期の舞

踊教育関係の著書は, 下記の通 りである。

A. 石橋蔵五郎著書

(1)大正元年 「スクールダンス」 金港堂 寺岡英

吉と共著

(2)大正元年 「小学校体操遊戯に関す る所見及細

目協定」 発行所不明 乙訓鯛助と共著

(3)大正5年 「教科適用小学校新遊戯書」 浅野

書店 柿沼脩治と共著

(4)大正8年 「理論実際競技と遊戯」 中文館

寺岡英吉と共著

(5)大正8年 「小学校に於ける遊戯教授の真髄」

中文館 寺岡英吉と共著

(6)大正14年 「理論実際大正幼年遊戯」 中文館

宮原義見と共著

(7)昭和3年 「教室内の体操と遊戯」 中文館

赤間雅彦と共著

B. 赤間雅彦著書

(1)大正14年 「童謡遊戯と体育ダンス」 さゝや

出版部

(2)大正15年 「改正要 目準拠 小学校体操科教授

要目」 津崎亥九生 と共著

(3)昭和2年 「理論実際唱歌遊戯と行進遊戯」

浅見文林堂

(4)昭和3年 「教室内の体操と遊戯」 浅見文林

堂

(5)昭和8年 「基本体育舞踊の理論と実際」

厚生閣書店

(6)昭和8年 「健康体操と体育民踊」 産業福利

協会

(7)昭和10年 「学校舞踊新教材集」 出版社不明

以上, 両者とも7冊 の著書があり, 石橋が, 単

著0, 共著7に 対 し, 赤間は単著5, 共著2で あ

る。

以下, 上記の石橋の文献をAの ……A(7), 赤間

の文献をBの ……B(7)と 示す。 ただし, A(7)とB

(4)は同一文献なので, A(7)B(4)と 示す。 尚, 文献

入手の都合上, A(2), B(2), B(7)については, 本

研究の対象か ら除外 した。また, 明治期の石橋蔵

五郎の舞踊教育関係の著書は, 本研究の対象とは

していないが, 明治34年 か ら45年までの間にio冊

ある。

2)舞 踊に関する用語

A. 石橋蔵五郎は, 書名の中で,「 スクールダン

ス」(文 献Aの)を 使い, 他は,「 遊戯」の中に

含めている。書中には,「 遊戯」の分類を示す言

葉として,「 動作的遊戯」,「 行進的遊戯」(文

献A(3)),「 行進遊戯」,「 動作遊戯」(文 献A

(4), (5)), 「スク-ル ダンス」,「 表情遊戯」,

「童踊」(文 献A(6)),「 唱歌遊戯」(文 献A(7)

B(4))が 見 られる。次に, 書名及び書中に示され

た上記の8種 類の名称の定義について検討を加え

ることにする。

<1>「 スクールダンス」 とは, 文献Aの では,

「舞踏」であ り, 「円舞」,「 列舞」,「 対向舞」,

「方舞」等の分類が見 られる。文献A(6)で は,「二

般的に歴史的に伝わったダンスの中か ら, 教育的,

体育的見地より理想のものを選択 したものが, 体

育ダンスであるが, 現代に於ては, 体育教師の創

作にか ゝる, 教材をも包含する事になる。この体

育ダンスは, 其他諸種の条件のもとに選択せ られ

なければならない。 これをスクールダンスと命名

した」＊20という。

<2>「 動作的遊戯」及び 「行進的遊戯」につい

て,「 動作的遊戯」とは,「 主として幼年児童に

適するものにして児童の旺盛なる活動力と鋭敏な

る模倣性を利用 して全身の健康を増進 し, 精神を

壮快ならしめ, 兼て規律を守 り, 共同を尚ぶの,

習慣を養ふ ものなり」＊23とし, 特に,「 主に体育

的にして往々世に行はるゝ物真似的, 表情的とは,

少 しく異なれ り」＊22とし, 幼年児童を対象とした
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模倣的な体育であるとしている。他方,「 行進的

遊戯」について,「 なるべく小学校時代より, 行

進的遊戯に熟練せ しめ, 身体の端正と挙止の閑雅

とに慣れしめ, 兼て邦人の脚を強健優美な らしめ

ん」*23とし, 小学生以上を対象に, 端正, 閑雅,

優美 という美意識 と, 脚の発達をねらうものと見

られる。

<3>「 行進遊戯」及び 「動作遊戯」は, 文献A

(4), (5)の両方にあり, 各々の意味はほぼ同 じと見

られ る。即ち, 「動作遊戯は唱歌の意味を動作の

上に表現す る一種の教育的運動法にして, 幼稚園

の幼児及び尋常1・2年 の児童に行は しむる適当

なる遊戯なり」*24とし, 別称 「表情遊戯」,「 発

達遊戯」, 「児童遊戯」とし, この5種 類の名称

には, 区別がない。他方,「 行進遊戯」は, 文献

A(5)に おいて,「 行進遊戯は小学校女児及び中等

学校女生徒にのろ課するところの教材にして, 其

長所とする所は精細なる筋肉の習練にあり」＊26と

し, また, 文献A(4)に おいて,「 行進遊戯とは歩

行及び歩行の変形, 跳躍の変形を生理的の原理に

基きて適切に組織 し, 被教育者の身体に良好なる

結果を与ふると同時に, 精神上にも良好なる結果

を与ふる一種の教育的運動法なり」*27と定義して

いる。

<4>「 表情遊戯」,「 童踊」について,「 表情

遊戯, の様なものは次の事項を具備しなければな

らぬと思ふ。1. 歌曲は快活な情緒を起こさしむ

るものなること, 2. 余 りに快活でなく, 却って,

悲哀の情を起こすも教育上, 一定の目的を有する

ものは可な らんも, 余 りに体育的教材としては採

用できぬものである。3. 動作は可成体育的にし

て, 運動量大にして, 特に身体上の優美の姿勢の

養成に適切なるものたること。4. 局部内の運動

に陥 らざること, 5. 沈静, 悲哀なる歌曲は之を

採用せざること」＊28とし,「 表情遊戯」と 「童踊」

の区別は, 「表情遊戯も童踊も其の本質において

は, 律を主とせるものであって, この律に調和 して,

身体を運動せ しむる点に於いては同一である。只,

幼稚園の如 く, 幼年向の教材に童踊と命名 したに

過ぎない」＊29とし, 対象で区別している。

<5>「 唱歌遊戯」とは, 「我々の体をリズム的

に動かさしむる教材」*30であり,「 最も平易にし

て, 最 も愉快に, そして歌へば踊り, 踊 らば歌わ

ざるを得ないというようなもの」とし, 歌を伴っ

た愉快で リズミカルな身体運動ととらえられる。

B. 赤間雅彦は, 書名の中で,「 童謡遊戯」 「体

育ダンス」(文 献B(1)),「 唱歌遊戯」,「 行進

遊戯」(文 献B(3)), 「体育民謡」(文 献B(6))

「学校舞踊」(文 献B(7))と いう7種 類の舞踊に関

する名称を用い, 書中では, 「表情遊戯」(文 献

Bの),「 唱歌遊戯」(文 献A(7)B(4))も 用いて
い又。

3)舞 踊の教育的価値

A. 石橋蔵五郎の著書の中で, 「教育的価値」と

名付けてあるのは, 文献A(6)の 「表情, 及童謡の

教育的価値」だけであり, その内容は,「 表情,

及童謡の教材を分解的に施行するときは, 言語,

(所 謂文字), 感情, 曲(所 謂 リズム)の 三要素

となる」と述べているにすぎず, 教育論が見られ

ない。

B. 赤間雅彦の場合は, 文献Bの に,「 教育的価

値」として 「興味」,「 調律訓練」,「音楽」,「美

学」 「硬教育の緩和」,「 解剖学」,「 進化論」

という7つ の視点か らの考察, 更に, 文献B(1)に,

「音楽」,「 興味」,「 訓練」,「 生理解剖」,

「進化論」,「 美学」という6つ の視点からの考

察がうられる。以上より, 赤間が舞踊に対して認

める教育的価値は, 次の6つ にまとめられる。

<1>心 理的に体操よりも興味を持ちやすいこと

<2>律 動運動による心理的快感が得られること

<3>音 楽を使って踊ることによる感情の陶冶及

び音楽教育への貢献

<4>生 活に必要な美的運動であること

<5>小 筋を動かす運動であること

<6>自 然運動であること, である。

4)作 品及び作品創作の基本

A. 石橋の総:作品数は, 307作 品で, 石橋の示 し

た分類別作品数は,「 方舞」16,「 対向舞」3,

「円舞」7,「 横隊舞」2,「 縦列舞」8,「 動

作的遊戯」49,「 行進遊戯」53,「 分列行進遊戯」

6, 「円形行進遊戯」14,「 対向行進遊戯」2,

「横隊行進遊戯」1,「 縦列遊戯」2,「 動作遊

戯」35,「 行進遊戯」47,「 スクールダンス」25,

「表情遊戯」25,「 童踊」12,「 唱歌遊戯」12と

なる。これ らを, 唱歌を伴わない 「行進遊戯」と,

唱歌を伴 う 「唱歌遊戯」とに分類すると,「 行進

遊戯」186,「 唱歌遊戯」121と なり,「 行進遊

戯」の方が多い。

対象は, 227作 品に記述され, その内訳を見る

と, 尋常小学校児童を対象とした作品が213で あ

り, 残りの14作 品は, 高等小学校及び高等女学校

生徒を対象としている。但 し, 小学生を対象とし

た作品の中には, 幼児や高等女学校等の組 も含む。

また, 対象の性別は, 97作品に記述され, 内訳は,

文献A(1)47作 品, 文献A(1)50作 品で, 前者では,

小学校低学年が男女共習, 中学年以上が女子中心,

後者では, 低学年が共習, 中学年以上が女子中心

とは限 らず, 15作品が共習で, この中に,「 尋常

科第6学 年以上の男子」を対象とした唯一の作品

「ベースボールダンス」 もみられる。

尚, 作品の振り付けは, 書中に記述がなく, 不

明である。

更に, 作品の歌曲は, 文献A(4)とA(1)の 一部に

記述され, 文献A(4)の 「動作遊戯1で は.「 文部
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省尋常小学校唱歌」が13作 品,「 歌曲編者作」が

3作 品(「 軍艦」,「 盲鬼」,「 雁」)あ る。A

(6)の 「表情遊戯」では,「 文部省尋常小学校 唱

歌」が8作 品,「 編者作曲, 歌詞(編 者作)」 が

9作 品(「 小馬」,「 お月様」,「 運動」,「 蜻

蛉」,「 富士山」,「 盲鬼」,「 雁」,「 軍艦」,

「子犬」), 他に, 作曲者として, 田村虎蔵, 本

元子の名前が見 られる。

B. 赤間の総作品数 は96で, 内訳は,「 唱歌遊

戯」61,「 行進遊戯」25,「 体育民謡」10である。

作品の対象は,「 唱歌遊戯」が小学校低学年中

心,「 行進遊戯」が小学校高学年以上,「 体育民

謡」が勤労者となっている。

振付は, 作品の中に, 赤間の振付として明記さ

れているものがある。

歌曲の中に, 作詞者 として, '北 原白秋, 宮原義

徳, 水谷まさを, 等の名前, また, 作曲者として,

佐々木すぐる, 芝祐泰等の名前が見られる。

赤間は, 作品の他に,「 体育舞踊の基本」とし

て25種 類 の基本項 目(「 正 しい直立の姿勢」,

「礼」,「5つ の標準的ポジション」,「 跳躍歩

の練習」等)を 示 し, これらの項 目の内容の特徴

として, 1)「自然」の強調, 2)クラシック・バレ

エの基礎の導入, 3)「優雅 さ」,「 優美さ」の重

視, 4)動きとイメージとを結びっけた基礎練習の

導入があげられる。

結 論

1. 石橋蔵五郎と赤間雅彦は, 日本体育会体操学

校教授 として, 舞踊教育 と関わった。大正 ・昭和

前期の両者の舞踊教育関係の著書数は各7冊 で,

石橋は単著がなくすべて共著であり, 赤間は単著

5冊, 共著2冊 となっている。尚, 石橋には他に,

明治期に10冊の舞踊関係の共著がある。大正3年 以

降の日本体育会は, 国民体育の推進の道を歩み, 大

正12年 以降は, 学生数が年々増加 し,「 体育指導

者の大部分を体操学校の卒業生が占め」＊18ていた

ので, この点で, 両者の影響力は大きかったと考

えられる。

2. 舞踊に関する用語 として, 石橋は,「 スクー

ルダンス」,「 動作的遊戯」,「 行進的遊戯」,

「行進遊戯」,「 動作遊戯」,「 童踊」という名

称を用いて舞踊作品を示 し, 赤 間は, 「唱歌遊

戯」,「 行進遊戯」,「 体育民踊」を用いている。

これらの用語の区別は, 石橋の場合, 著書毎に

示され, 一部には統一性 も見られる。しかしなが

ら, 例えば,「 蜻蛉」という舞踊作品が,「 動作

遊戯」(文 献A(5)).「 表情遊戯」(文 献A(6)),

「唱歌遊戯」(文 献A(7)B(4))と して示されてい

るという不一致が見られる。これは, 石橋が,「動

作遊戯」,「表情遊戯」,「 発表遊戯」,「 唱歌遊

戯」,「児童遊戯」の5種 類の名称に区別がないと

考えているか らと言われているが, 繁雑になって

いると思われる。

他方, 赤間の場合は, 唱歌を伴い, 幼児 ・小学

校低学年程度の子供を対象とした用語は,「 童謡

遊戯」及び 「唱歌遊戯」, 唱歌を伴い, 小学校高

学年以上を対象とした用語は,「 表情遊戯」, 唱

歌を伴なわないダンスの用語は 「行進遊戯」, 民

踊を基調とした用語は 「体育民踊」と区別 してい

る。

3. 舞踊の教育的価値について, 石橋の著書の中

には, 論として明示されたものはない。

他方, 赤間の場合は,「 教育的価値」と明示さ

れ, その内容は,「 興味」,「 調律的訓練」,「音

楽」,「 美学」,「 硬教育」,「 解剖学」,「 進

化論」か ら考察されている。

4. 書中に示された舞踊作 品の総数 は, 石橋が

307, 赤間が96で, 石橋のほうが多い。更に, 唱

歌を伴なわない 「行進遊戯」 と, 唱歌を伴なう

「唱歌遊戯」の2つ に分類 してうると, 石橋は,

「行進遊戯」186,「 唱歌遊戯」121と な り,「 行

進遊戯」のほうが多 く, 赤間は 「行進遊戯」25,

「唱歌遊戯」61と なり,「 唱歌遊戯」のほうが多

い。

5. では, この2人 の実践は, この期の舞踊の教

育研究の中でどのような特徴を持ち, 今日の私達

に何を示唆するのかという点についてここで考察

していくことにする。

1)ま ず, 諸外国の様々な舞踊文化が導入され,

学校教育 への定着化の過程において, 欧米の舞踊

を教育 ・体育の視点か ら選択 し, そのまま示 した

「スクールダンス」及び各種歩法があり, また,

文部省尋常小学校唱歌及び新 しく創作 した日本の

歌曲を利用して振付 した 「唱歌遊戯」等の違いが

うかがえる。

この期の女性のおもな指導者達はこの点につい

てどのように行 っていたかについてうると, 二階

堂 トクヨの場合は, イギ リスに留学後(大 正4年),

「女高師で教えたダンスは, トクヨの創作である

『三人遊び 』, イギ リスのフォークダンス 『ブラ

ックナッグ』, 『ギャザ リンピースカッッ』, ア

イル ランドのフォークダンス 『ロブスタージッグ』

や既に井口あくりが日本に移入していた 『ファー

ス ト』や 『ポルカセ リーズ』等であった」*33とさ

れ, 外国の舞踊作品の導入と自作の作品とを指導

している。三浦 ヒロの場合は, ヨーロッパ留学か

ら帰国後,「 大工さん」,「 汽車」,「 お休ろな

さい」等の創作と 「チル ドレンポルカ」,「 ワル

ゾヴィナ」等のフォークダンスを示 し＊34, やはり,

外国の舞踊作品と, 自作の作品を指導 している。

また, 戸倉ハルの場合は, 「人形」(昭2),「 富

士の雪帽子」(昭6), 「朧月夜」(昭11)等 の

創作がう られ病 自作の作品を指導 している。こ
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れらと比較す ると, 石橋及び赤間の方法は, 同時

代のこれ らの指導者と同様に, 外国の作品をその

まま示 したものと, 自作の作品との両方がうられ,

赤間のほうが自作の割合が多い。

2)次 に, 学校 と社会との関わ りという視点から,

この期の社会における舞踊教育についてうると,

例えば, 二階堂 トクヨ, 三浦 ヒロ, 戸倉ハル, あ

るいは石橋蔵 五郎 には見 られないが, 赤間は,

「体育民踊」即 ち日本の民謡と体育とを結び付け

た具体的作品と,「 工場体育」での実践が見られ

た。従って, この期の指導者の中で, 赤間は, 学

校と社会 との両方に視野を持ち, 各々の舞踊教育

を実践 していた事に彼の特徴を見ることができよ

う。

3)ま た, ダンスの男女共習とい う視点から,

この期には, 共習が幼児期及び小学校期には見ら

れることが一般的である中で, 石橋の著書の中に,

中学生以上の男子をも対象とした舞踊作品 「ベー

スボールダンス」が示されている。これは, 男子

生徒を対象としたダンスが示されたという点で特

記すべき事項であろう。

4)最 後に, 舞踊を教育研究する男性の指導者が

この期に多数存在 しなが ら, 次々に姿を消してい

く理由を, 2人 の事例を手掛りに してみると, ま

ず第一に, 外来舞踊の導入による 「優美」,「 優

雅」志向の美意識が強まり, この美意識と女性 と

が, 結び付いていったことがあげられる。

例えば, 二階堂 トクヨの場合は, 女子の体育は

女子の手で」＊36と述べ, また,「 一般人や子供向

の保護愛育的体育の重要性を強調 し」*訂, 更に,

「スウェーデン体操4領 域のうち, 優美体操(舞踊)

を女子に向いたものとし, 独自なものを作 り, 発

展させたいと考えていた。その理由は, 優美体操

が曲線的運動であるばかりではなく, 民族の女性

的精神の発露 したものと考えていたからである」＊38

とし, 女性指導者の手による優美 ・優雅志向の舞

踊教育を強調 している。

石橋や赤間の場合 も, 例えば,「 動作はかな り

体育的にして, 運動量大にして, 特に身体上の優

美の姿勢の養成に適切なるものたる事」(文 献A

(6))或 いは,「 真の唱歌遊戯は, ……生 理解剖の

原則に反 しない立派な優美な姿態の表情である」

(文 献B(3))と あり, 優美 ・優雅志向が見 られ,

男性指導者自ら優美 ・優雅志向の舞踊教育の主張

をしている。

第二に, 石橋の事例に見 られるように, 著書で

は 「遊戯」の一部として, また, 赤間の事例に見

られるように, 著書では,「 体操」と 「舞踊」と

して,「 行進遊戯」や 「唱歌遊戯」等を示し, 必

ず しも舞踊の教育研究だけの専門家である必要が

なく, 狭い意味での専門家でなくても著書を出版

する時代であったことがその要因として考えられ

る。

今回は, 多 数 存 在す る男性 指導者 の うち, 石

橋 ・赤間 とい う2人 の事例 か ら考察 を進 めたが,

今 後 は事例 を増や し, 総 合的に理解 して いきたい

と考 えてい る。

末筆で はあ りますが, 本 論文作成 にあた りお力

添え賜 りま した松本千代栄, 片 岡康子両先生に感

謝 申 し上 げます。
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表1. 赤間雅彦作品一覧 (大 正 ・昭和前期)

表2. 石橋蔵五郎作品一覧 (大 正 ・昭和前期)

-29-



-30-



-31-



-32-


